
野
村
又
三
郎
家
に
つ
い
て
は
、
私
は
以
前
「
狂
言
師
野
村
又
三
郎
家
家

第
一
章
雷
詫
的
な
こ
と
ど
も

は
じ
め
に

史
料
紹
介
『
和
泉
流
狂
言
太
夫
野
村
家
由
緒
』

系
考
」
と
し
て
「
武
庫
川
女
子
大
学
紀
要
」
廿
五
集
（
昭
和
五
十
三
年
二

月
・
武
庫
川
女
子
大
学
、
の
ち
に
拙
著
「
狂
言
史
の
基
礎
的
研
究
」
和
泉

書
院
に
所
収
）
に
書
い
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
際
「
野
村
家
系
譜
」
（
雑
誌

「
能
楽
」
明
治
四
十
四
年
四
月
号
に
翻
刻
）
と
「
野
村
家
由
緒
之
事
」
（
鶴

舞
図
書
館
蔵
『
名
古
屋
人
物
史
料
」
二
十
六
所
収
）
を
使
っ
た
の
だ
が
、

九
代
信
茂
の
代
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、
全
文
を
紹
介
し
た
訳
で
は
な
い
。

古
川
久
・
小
林
責
両
氏
編
「
狂
言
辞
典
資
料
編
」
（
昭
和
六
十
年
十
一

月
・
東
京
堂
出
版
）
に
は
「
狂
言
諸
家
系
譜
」
が
あ
り
、
三
流
十
九
家
一

団
体
の
系
譜
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
凡
例
に
「
和
泉
流
野
村

又
三
郎
家
の
累
代
に
つ
い
て
は
不
審
が
あ
る
」
と
し
た
上
で
「
狂
言
辞
典

事
項
編
」
と
拙
稿
を
参
照
さ
れ
た
い
と
し
て
保
留
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

飯
塚
恵
理
人
氏
が
「
近
世
能
楽
史
の
研
究
～
東
海
地
域
を
中
心
と
し
て
～
」

（
一
九
九
九
年
・
雄
山
閣
出
版
）
に
「
藩
士
名
寄
」
を
紹
介
し
て
も
い
る
の

だ
が
、
野
村
又
三
郎
家
に
関
し
て
は
断
片
的
な
も
の
で
あ
る
。
今
回
、
新

関
屋
俊
彦

一
一
・
Ｌ
一
匹

・
ノ
ソ

標
題
に
掲
げ
た
も
の
は
、
平
成
廿
年
秋
の
東
京
古
典
会
で
出
品
さ
れ
た

も
の
を
関
西
大
学
図
書
館
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
狂
言
和
泉
流
の
野

村
又
三
郎
家
十
代
目
信
英
が
明
治
四
十
年
十
二
月
に
相
続
し
た
時
の
も
の

で
新
出
の
史
料
で
あ
る
。
以
下
、
「
関
大
本
」
と
仮
称
す
る
。

併
せ
て
、
野
村
又
三
郎
を
名
乗
ら
れ
た
方
の
最
新
刊
「
我
、
狂
言
た
れ
」

に
つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
奥
書
は
西
暦
か
和

暦
に
統
一
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
が
、
転
記
の
際
の
誤
り
も
起
こ
り
得
る

こ
と
を
考
慮
し
て
、
も
と
の
ま
ま
に
し
た
。



Ａ
関
大
本
（
鶴
舞
本
と
の
校
合
）

野
村
家
由
緒
之
事

野
村
家
ハ
丹
後
宮
津
の
郷
士
な
り
。
慶
長
三
年
肥
後
細
川
公
二
随
ひ
熊
本

第
二
章
本
文
翻
刻

二
下
り
、
其
後
、
元
和
八
年
成
年
、
京
都
に
上
り
、
室
町
中
立
売
に
住
居

す
。
専
ら
呉
服
商
を
営
ミ
、
細
川
家
の
御
用
達
を
つ
と
む
。
是
、
重
信
又

三
郎
【
「
又
三
郎
」
な
し
】
以
前
の
代
な
り
。

重
信
以
前
一
一
元
信
・
義
信
の
二
代
、
古
記
に
見
ゆ
れ
と
も
、
重
信
を
以
て
、

野
村
家
狂
言
太
夫
の
祖
と
な
す
。

初
代
又
三
郎
重
信

当
代
よ
り
京
都
一
条
松
の
下
に
住
居
し
呉
服
商
た
り
。
幼
年
よ
り
狂
言
の

上
手
候
に
【
に
て
】
細
川
家
ハ
勿
論
、
宮
家
、
公
家
に
御
出
入
し
、
狂
言

を
【
相
】
勤
む
。
或
年
、
近
衛
家
よ
り
御
召
に
よ
り
【
御
召
之
節
】
尾
州

家
御
抱
の
能
役
者
、
和
泉
流
の
家
元
山
脇
和
泉
守
の
相
手
を
致
す
。
此
時

よ
り
和
泉
家
の
門
人
と
な
る
。
其
後
、
師
二
随
ひ
、
尾
州
家
の
御
能
二
御

雇
と
し
て
度
々
【
毎
度
】
御
用
を
【
相
】
勤
む
。

寛
文
三
年
〔
霊
元
天
皇
御
即
位
式
〕
禁
裏
御
能
の
節
、
三
番
里
相
勤
め
、

後
朝
二
花
子
を
勤
む
。
前
後
、
稀
な
る
出
来
ぱ
へ
【
え
】
な
り
と
て
、
時

の
御
能
奉
行
、
風
早
実
雅
卿
よ
り
御
感
状
を
頂
戴
す
〔
軸
と
【
「
な
」
補

う
】
し
、
家
宝
と
す
〕
此
時
、
用
ひ
た
る
黒
式
面
〔
聖
徳
太
子
御
作
〕
御

所
望
一
一
よ
り
天
覧
に
供
し
奉
る
。
御
下
【
「
け
」
補
う
】
の
時
、
御
衣
の
裂

こ
品
を
た
も
ふ
【
賜
ふ
】
。
即
ち
面
蒲
団
是
な
り
。

正
徳
元
年
七
月
四
日
、
近
衛
家
よ
り
【
「
御
能
」
補
う
】
御
召
の
虚
、
病
中

に
付
、
御
断
申
上
之
虚
、
是
非
御
言
御
」
な
し
】
出
勤
致
す
べ
く
再
三
御

三
つ
し
一
、

’
一
一
心
勿
幻
〆

史
料
が
出
て
き
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
野
村
家
由
緒
轡
を
特
に
累
代
を
確

定
さ
せ
た
い
と
思
う
も
の
で
あ
る
。

翻
刻
に
あ
た
っ
て
旧
字
体
・
異
体
字
は
通
行
の
曹
体
に
直
し
、
句
読
点

等
の
記
号
に
類
す
る
も
の
は
任
意
に
う
っ
た
。
〔
〕
は
割
注
で
あ
る
。
ま

た
、
比
較
の
た
め
に
、
現
在
は
「
名
古
屋
市
史
資
料
影
印
叢
書
」
と
し
て

閲
覧
可
能
な
名
古
屋
市
鶴
舞
図
轡
館
蔵
の
も
の
（
「
鶴
舞
本
」
と
仮
称
）
と

の
校
合
（
甚
だ
し
い
異
同
部
分
の
み
直
前
の
文
字
と
の
校
合
を
【
】
で

示
し
た
）
を
行
な
い
、
異
同
の
多
い
「
野
村
家
系
譜
」
（
「
雑
誌
本
」
と
仮

称
）
は
別
扱
い
と
し
て
紹
介
す
る
。
関
大
本
の
簡
単
な
書
誌
は
次
の
通
り

で
あ
る
。

写
本
袋
綴
一
冊
。
二
四
・
二
×
一
六
・
六
セ
ン
チ
。
全
九
丁
。
外
題
「
和

泉
流
狂
言
太
夫
野
村
家
由
緒
」
。

奥
書
「
十
代
目
先
代
の
実
子
又
三
郎
信
英
、
幼
名
庚
之
助
、
明
治
四
十

年
十
二
月
跡
相
続
す
」
。



日
死
去
。
江
戸
よ
り
帰
路
、
駿
州
【
河
】
吉
原
宿
二
て
【
一
一
於
て
】
死
去
。

同
所
妙
禅
寺
【
院
】
一
一
葬
る
。

清
輝
院
道
桂
居
士四

代
目
〔
先
代
信
明
の
甥

磯
野
家
よ
り
の
【
「
の
」
な
し
】
養
子
〕

又
三
郎
信
幸

延
亨
元
年
跡
相
続
。

寛
延
二
年
己
十
一
月
二
十
六
日
死
去
。

受
楽
院
随
【
道
】
常
居
士

五
代
目
〔
三
代
目
信
明
の
弟

小
三
郎
の
子
な
り
〕

又
三
郎
信
成

【
〔
幼
名
藤
吉
、
後
二
丹
倉
二

寛
延
二
年
十
一
月
先
代
跡
相
続
。

マ
ｂ

宝
暦
十
一
一
一
一
一
一
年
奏
未
正
月
四
日
死
去
（
江
戸
表
二
於
て
）
。

江
戸
牛
込
原
町
恵
光
寺
二
埋
葬
す
【
法
名
の
あ
と
に
記
す
】
。

是
法
院
宗
信
居
士六

代
目
先
代
の
実
子
な
り
【
「
な
り
」
な
し
】

又
三
郎
信
興

幼
名
丹
蔵

一
一
一
九
七

下
命
に
よ
り
余
儀
な
く
【
無
余
儀
】
出
頭
し
、
宗
論
を
勤
む
（
浄
土
僧
の

役
）
狂
言
中
、
即
滅
無
最
罪
と
【
い
ふ
】
云
時
、
膜
目
し
た
る
ま
、
即
死

す
。
〔
病
気
【
中
】
と
し
て
家
一
一
下
る
〕
枠
信
之
替
り
て
狂
言
相
つ
と
【
勤
一

む
。

正
徳
元
年
七
月
四
日
行
年
七
十
一
才
【
歳
一

延
誉
高
山
道
誇
居
士

二
代
目
又
三
郎
信
之

正
徳
元
年
七
月
相
続
。
初
代
存
命
中
よ
り
父
二
随
ひ
、
再
度
、
尾
州
家
始

め
諸
公
家
の
御
用
を
勤
む
る
事
、
父
二
同
し
。
享
保
五
年
五
月
四
日
死
去
。

法
誉
資
窓
道
堅
居
士

三
代
目
又
三
郎
信
明

丹
蔵

正
徳
三
年
【
「
三
月
」
補
う
】
丹
蔵
時
代
よ
り
尾
州
家
へ
御
召
抱
と
な
る

（
前
弐
代
ハ
御
雇
と
し
て
御
用
を
承
る
【
御
用
相
勤
】
・
当
代
よ
り
【
「
専

ら
」
補
う
】
尾
州
家
【
尾
州
】
御
抱
の
【
御
抱
】
能
役
者
と
な
る
）
。

享
保
五
年
、
先
代
死
去
跡
相
続
。
又
三
郎
と
改
名
す
。
享
保
十
六
年
四
代

目
和
泉
死
去
。
五
代
目
和
泉
（
八
才
【
歳
ご
若
年
二
付
、
芸
事
後
見
仰
付

ら
る
｛
被
仰
付
】
（
五
代
目
和
泉
ハ
元
喬
、
弁
蔵
和
泉
な
り
）
。
此
功
一
一
よ

り
【
此
人
家
元
取
立
の
故
に
て
】
十
石
御
加
蔵
と
な
る
（
最
初
廿
五
石
、

後
二
【
「
二
」
な
し
一
三
十
五
石
）
。
延
亨
元
年
【
「
子
」
補
う
一
八
月
十
三



明
治
四
十
年
十
二
月
跡
相
続

【
「
右
師
匠
家
之
古
書
類
を
取
調
へ
あ
ら
ま
し
を
記
し
置
。

大
正
三
年
五
月
九
代
目
又
三
郎
弟
子

河
村
鍵
三
郎
（
花
押
）

野
村
家
代
々
の
墓
所

京
都
上
京
区
一
条
浄
福
寺
通
り

文
政
四
年
七
月
二
十
四
日
死
去
（
早
世
な
り
、
行
年
二
十
七
才
【
歳
】
と

伝
ふ
）
。

松
樹
院
徳
畢
【
器
】
義
董
【
薫
】
道
英
居
士

八
代
目
又
三
郎
信
喜

幼
名
惣
三
【
二
】
郎

七
代
目
又
三
郎
信
名
子
無
【
「
き
」
補
う
］
故
一
一
、
六
代
目
又
三
郎
信
興
の

弟
子
に
浅
井
惣
三
【
二
】
郎
と
云
【
「
ふ
」
補
う
】
芸
事
の
名
人
を
撰
ミ
養

文
化
十
三
年
相
続
す
。

宝
暦
十
三
年
二
月
先
代
跡
相
続
。

文
化
十
三
年
亥
十
二
月
六
日
死
去
。

量
松
院
責
誉
延
涛
道
感
居
士

七
代
目
〔
実
子
養
子
不
明
【
実
養
不
明
】
〕

又
三
郎
信
名

幼
名
栄
治

子
と
す
。

Ｂ
雑
誌
本

○
初
代
野
村
又
三
郎
元
信
丹
後
宮
津
郷
士
に
し
て
、
元
和
八
成
年
京
都

に
出
で
、
室
町
中
立
売
に
住
居
し
、
呉
服
商
を
営
む
。
細
川
侯
御
用
を
承

り
、
一
条
松
の
下
町
へ
移
住
す
。
能
楽
に
志
し
、
殊
に
狂
言
に
達
せ
り
。

行
年
七
十
五
歳
に
し
て
終
る
。

文
政
五
年
閏
正
月
、
七
代
又
三
郎
の
跡
役
相
続
【
被
仰
付
】
。

安
政
四
年
巳
閏
五
月
十
八
日
死
去
『
す
」
補
う
】
。

笑
々
巷
通
畢
【
器
】
道
喜
居
士

九
代
目
先
代
の
実
子

又
三
郎
信
茂

幼
名
【
初
】
小
十
郎

当
代
よ
り
大
阪
一
一
住
居
す
。

安
政
五
年
閏
五
月
跡
相
続
す
【
跡
役
相
続
】
・

明
治
四
十
年
十
二
月
三
日
死
去
。
行
年
七
十
三
才
【
歳
】
・

閲
教
院
彰
畢
【
器
】
達
道
信
茂
居
士

十
代
目

浄
福
寺
」
補
う
。

目
先
代
の
実
子

又
三
郎
信
英

幼
名
麿
之
助

・
・
・
Ｌ
Ｌ

岳
ノ
ノ

ー



能
催
し
、
其
岡
、
出
勤
す
べ
く
御
下
命
有
之
候
虚
、
病
中
の
故
以
て
、
御

断
り
申
上
候
得
共
、
是
非
出
勤
せ
よ
と
の
御
事
に
付
、
狂
言
宗
論
に
て
浄

土
宗
僧
の
役
、
問
答
中
、
即
滅
無
量
罪
と
称
へ
、
手
を
合
し
て
膜
目
す
。

急
病
差
起
り
候
と
披
露
し
、
装
の
催
、
近
衛
家
御
召
用
ア
ジ
ロ
寵
に
乗
せ
、

引
取
り
往
生
す
。
行
年
七
十
一
歳
な
り
。

○
三
代
信
之
享
保
五
庚
子
年
、
五
月
四
日
没
す
。

○
四
代
目
信
明
幼
名
丹
蔵
亜
信
の
甥
な
り
。
正
徳
元
卯
年
、
尾
州
家
兼

覚
院
様
御
代
、
御
国
表
へ
下
り
、
狂
言
相
勤
む
。
正
徳
三
己
年
三
月
よ
り

尾
州
家
御
抱
へ
と
な
る
。
未
だ
若
年
の
故
を
以
て
、
追
而
、
御
加
増
の
約

に
て
御
切
米
廿
石
、
御
扶
持
方
江
戸
五
人
分
、
尾
州
三
人
分
を
下
し
置
る
。

享
保
十
亥
年
、
四
代
目
和
泉
殿
病
死
。
五
代
目
和
泉
殿
若
年
に
付
、
後
見

仰
被
付
ら
る
。
延
亨
元
子
年
四
月
拾
石
御
加
増
被
下
、
延
亨
元
甲
子
年
八

月
十
三
日
、
江
戸
表
よ
り
登
る
剛
、
道
中
吉
原
に
て
病
死
。
同
地
妙
祥
院

へ
土
葬
す
。

○
五
代
信
幸
前
名
小
三
郎
信
明
の
弟
な
り
。
寛
延
二
巳
丑
年
十
一
月
廿

六
日
、
京
都
に
て
没
す
。

○
六
代
信
成
前
名
小
十
郎
信
幸
甥
な
り
。
宝
暦
美
未
年
正
月
四
日
、
江

戸
に
て
没
す
。

○
七
代
信
興
初
名
藤
吉
・
丹
蔵
と
改
名
し
、
跡
目
相
続
、
又
三
郎
と
改

む
。
信
成
の
子
な
り
。
文
化
十
三
乙
亥
十
二
月
六
日
没
す
。
行
年
七
十
一

。
。
《
し
し

妄
Ｊ
Ｊ

○
二
代
重
信
、
寛
永
廿
年
に
生
る
。
幼
少
よ
り
殊
に
狂
言
を
好
み
、
年
十

五
歳
に
し
て
堂
上
方
に
出
入
し
狂
言
を
勤
む
。
別
て
近
衛
公
の
引
立
を
蒙

れ
り
。
細
川
家
用
達
に
て
肥
後
熊
本
に
下
り
、
以
来
、
御
抱
へ
役
同
様
御

用
を
勤
め
、
同
地
に
て
野
間
善
左
衛
門
、
小
早
川
小
三
郎
、
両
人
を
職
分

に
取
立
つ
。
其
当
時
、
京
阪
地
方
、
其
他
諸
国
に
門
人
五
百
余
名
あ
り
。

慶
安
試
丑
年
、
近
衛
公
、
山
脇
和
泉
及
び
重
信
両
人
を
召
し
、
狂
言
を
被

仰
付
、
重
信
、
和
泉
殿
に
相
手
を
勤
む
る
初
め
な
り
。
然
る
に
格
別
近
衛

公
御
意
に
相
叶
ひ
、
両
人
に
褒
賞
を
給
り
、
其
後
、
和
泉
殿
と
別
懇
に
相

成
り
、
芸
事
上
秘
事
伝
授
等
を
談
合
し
、
此
年
、
和
泉
家
随
身
と
な
り
、

尚
、
野
村
家
取
立
、
弟
子
共
は
中
伝
迄
、
野
村
家
に
て
免
許
状
を
出
す
家

格
と
な
る
。
宝
永
三
卯
年
、
人
皇
百
十
三
代
霊
元
天
皇
御
即
位
の
節
、
禁

裏
に
て
三
番
翌
相
勤
め
、
後
朝
、
花
子
狂
言
被
仰
付
、
首
尾
能
く
相
勤
め
、

其
当
時
、
御
能
奉
行
風
早
実
種
卿
を
以
て
、
御
感
状
を
給
る
。
尚
、
其
節
、

野
村
家
伝
来
黒
色
而
、
内
裏
よ
り
御
所
望
相
成
り
、
天
覧
被
在
候
鹿
、
古

作
な
り
と
御
沙
汰
有
之
、
御
衣
の
裂
こ
品
拝
領
を
な
す
。
即
、
黒
色
面
蒲

団
に
仕
立
つ
。
此
而
は
聖
徳
太
子
御
作
な
り
。
元
禄
七
成
年
尾
州
家
へ
罷

下
り
、
狂
言
相
勤
め
候
節
、
現
米
六
拾
石
に
て
召
抱
の
御
沙
汰
有
之
候
虚
、

子
細
あ
り
て
御
断
り
申
上
げ
、
其
代
り
と
し
て
、
其
頃
、
京
阪
弟
子
の
内

に
て
、
吉
村
市
郎
右
衛
門
、
安
田
嘉
左
衛
門
、
安
田
儀
兵
術
を
推
挙
し
、

各
三
十
石
宛
に
て
召
抱
へ
と
な
る
。
正
徳
元
卯
年
七
月
四
日
、
近
衛
公
御



歳
な
り
。

○
八
代
信
名
前
名
栄
次
。
文
政
四
巳
年
七
月
廿
四
日
没
す
。
行
年
廿
七

歳
な
り
。

○
九
代
信
喜
前
名
惣
次
郎
。
安
政
四
己
年
閏
五
月
十
八
日
午
の
刻
没

す
。

○
十
代
信
茂
前
名
小
十
郎
。
信
喜
三
男
な
り
。
天
保
七
申
年
八
月
十
八

日
生
る
。
明
治
三
午
年
、
廃
藩
の
為
め
尾
州
家
切
米
扶
持
共
奉
還
す
。
明

治
四
十
年
十
二
月
三
日
没
す
。
行
年
七
十
二
歳
な
り
。

○
十
一
代
当
代
又
三
郎
信
英

第
三
章
野
村
又
三
郎
信
英
の
こ
と
ど
も

い
る
の
で
「
名
古
屋
市
史
」
編
纂
の
時
、
河
村
が
請
わ
れ
て
信
英
か
ら
転

写
し
た
も
の
と
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
新
野
村
又
三
郎
氏
の
「
我
、
狂

言
た
れ
」
（
後
述
）
「
先
祖
の
由
緒
書
き
」
に
は
「
私
の
手
元
に
弟
子
家
に

伝
わ
っ
て
い
た
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
の
「
由
緒
書
き
」
が
あ
り
ま

す
。
私
の
祖
父
が
書
い
た
も
の
の
写
し
で
、
過
去
帳
を
兼
ね
た
系
図
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
ほ
か
の
ご
先
祖
に
よ
る
由
緒
書
き
も
あ
っ
た
は
ず
で
す

が
、
震
災
と
空
襲
で
残
っ
て
い
ま
せ
ん
」
と
あ
る
。
大
正
十
三
年
は
三
年

の
誤
植
か
も
知
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
河
村
鍵
三
郎
の
手
に
な
る

も
の
で
同
内
容
で
あ
ろ
う
。

次
に
「
雑
誌
本
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
信
英
の
時
、
明
治
四
十
四
年
に

紹
介
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
重
信
の
項
で
の
尚
書
で
霊
元

天
皇
即
位
の
際
に
賜
っ
た
黒
式
面
や
弟
子
衆
の
こ
と
が
や
た
ら
と
詳
し
い
。

当
該
雑
誌
に
は
乙
御
前
と
鼻
引
そ
し
て
黒
式
面
の
写
真
ま
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
、
当
然
、
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
「
関
大
本
」
と
の
先

後
関
係
で
あ
る
。
私
は
、
や
は
り
「
関
大
本
」
の
方
が
先
で
あ
る
と
考
え

る
。
雑
誌
「
能
楽
」
で
紹
介
す
る
際
、
尚
書
を
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
ろ

う
。
あ
る
意
味
、
権
威
を
持
た
せ
る
た
め
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
初

代
を
元
信
と
し
た
の
も
家
系
上
一
代
で
も
古
く
み
せ
た
い
心
情
は
、
よ
く

わ
か
る
。
「
狂
言
辞
典
資
料
編
」
で
「
野
村
又
三
郎
家
の
累
代
に
つ
い
て
は

不
審
」
と
さ
れ
た
が
、
初
代
は
「
重
信
」
で
よ
い
。
河
村
鍵
三
郎
の
写
し

脚
つ
。

「
関
大
本
」
は
、
奥
書
に
あ
る
よ
う
に
明
治
四
十
年
十
二
月
に
十
代
信
英

が
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
ど
う
や
ら
、
い
わ
ゆ
る
「
由
緒
書
」
が

記
さ
れ
る
き
っ
か
け
は
代
替
わ
り
に
書
か
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

次
に
「
鶴
舞
本
」
と
比
較
し
て
み
て
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
部
分
が
奥

書
で
、
大
正
三
年
五
月
に
信
英
の
弟
子
河
村
鍵
三
郎
が
書
き
写
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
は
「
関
大
本
」
と
校
合
し
て
も
ほ

と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。
む
し
ろ
「
関
大
本
」
の
用
語
の
乱
れ
を
訂
正
し
て

い
て
「
関
大
本
」
と
は
親
子
関
係
に
あ
た
る
。
い
ち
お
う
花
押
が
入
っ
て



野
村
又
三
郎
信
行
氏
が
最
近
「
我
、
狂
言
た
れ
ｌ
又
三
郎
家
の
楽
屋
裏

で
ご
ざ
る
ｌ
」
（
二
○
一
一
年
五
月
廿
九
日
・
風
媒
社
）
を
出
版
さ
れ
た
。

父
君
信
広
氏
を
な
く
さ
れ
、
襲
名
の
意
味
を
込
め
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
。
形
を
変
え
た
現
代
の
由
緒
書
と
い
っ
て
も
よ
い
。
信
英
に
つ
い
て

も
祖
父
と
し
て
遺
影
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
れ
で
ま
こ
と
に
あ

り
が
た
く
慶
賀
な
こ
と
な
の
だ
が
、
又
三
郎
家
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る

「
先
祖
の
由
緒
書
」
な
ど
に
、
ど
う
に
も
気
に
な
る
箇
所
が
あ
る
。
古
典
芸

能
離
れ
を
し
て
い
る
若
者
向
け
の
晋
と
い
え
ば
、
そ
れ
ま
で
な
の
だ
が
、

彼
が
人
気
役
者
の
道
を
歩
も
う
と
し
て
い
る
だ
け
に
困
る
こ
と
で
あ
る
。

私
が
先
代
の
又
三
郎
氏
に
お
会
い
し
た
の
は
、
や
は
り
「
武
庫
川
女
子

大
学
紀
要
」
に
書
く
前
に
御
自
宅
に
伺
っ
た
の
で
昭
和
五
十
二
年
の
こ
と

に
な
る
。
舞
台
で
拝
見
し
た
通
り
、
実
に
穏
や
か
な
人
柄
で
あ
っ
た
。
失

礼
な
が
ら
逼
塞
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
よ
い
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
名
古
屋

は
狂
言
共
同
社
（
和
泉
宗
家
の
弟
子
集
団
と
い
う
成
立
過
程
を
持
つ
が
、

今
は
独
立
し
た
存
在
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
）
の
活
動
が
盛
ん
で
、
又
三

郎
氏
が
共
演
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
か
ら
で
は
あ
る
ま
い
か
と
密

か
に
感
じ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
、
大
声
を
出
し
な
が
ら
走
り
回

る
や
ん
ち
ゃ
な
男
の
子
が
居
て
、
父
君
は
強
く
叱
る
訳
で
も
な
く
、
子
煩

第
四
章
野
村
又
三
郎
著
「
我
、
狂
言
た
れ
」
に
つ
い
て

四
つ
一

た
も
の
が
証
拠
と
も
な
る
。

さ
て
、
こ
の
由
緒
普
の
当
該
者
野
村
又
三
郎
信
英
に
つ
い
て
だ
が
『
狂

言
辞
典
事
項
編
」
（
昭
和
五
十
一
年
・
東
京
堂
出
版
）
が
要
を
得
て
い

る
。
こ
れ
を
年
譜
仕
立
て
に
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
か
。
勿
論
、
詳

細
な
舞
台
記
録
等
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
三
月
十
五
日
京
都
で
生
ま
れ
る
。
九
世
又
三

郎
信
喜
長
男
。
初
名
、
広
之
助
。

明
治
三
（
一
八
七
○
）
年
京
都
今
宮
神
社
神
事
能
《
伊
呂
波
〉
の
シ
テ

で
初
舞
台
。

父
と
共
に
大
阪
に
移
る
。

明
治
四
十
（
一
九
○
七
）
年
十
二
月
父
逝
去
。
又
三
郎
襲
名
。

大
正
六
（
一
九
一
七
）
年
上
京
。
中
京
地
区
へ
も
出
稽
古
。

昭
和
三
～
六
（
一
九
二
八
～
一
一
一
一
）
年
一
時
帰
阪
す
る
も
以
後
、
東
京

に
定
住
。

昭
和
十
六
二
九
四
一
）
年
家
元
山
脇
元
康
と
不
和
に
な
り
一
時
破
門

さ
れ
る
。

昭
和
廿
（
一
九
四
五
）
年
一
月
十
五
日
後
継
の
三
男
信
広
出
征
中
逝
去
。

法
名
「
寂
静
院
観
誉
信
英
居
士
」
。
菩
提
寺
京

都
市
浄
福
寺
。



一
、
ｐ
帥
「
光
を
当
て
た
い
二
人
の
先
祖
」
で
、
野
村
又
三
郎
家
の
文
書

が
関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
で
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
は
、

ま
こ
と
に
残
念
で
あ
る
。
家
の
根
本
史
料
で
あ
る
由
緒
書
す
ら
弟
子
が
写

し
て
い
た
も
の
を
転
写
し
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
。
元
信
と
義
信
の

こ
と
に
つ
い
て
は
、
私
も
今
後
調
査
を
続
け
た
い
。
細
川
公
に
仕
え
て
い

た
と
い
う
の
が
手
懸
り
と
な
る
の
か
も
知
れ
な
い
（
細
川
幽
斎
は
丹
後
田

辺
城
に
か
か
わ
り
、
細
川
玄
又
は
、
同
じ
く
丹
後
に
庵
を
持
っ
て
い
る
）

が
、
今
の
と
こ
ろ
由
緒
書
を
重
視
し
て
重
信
を
初
代
と
看
倣
さ
ざ
る
を
得

な
い
。な

お
、
今
回
、
改
め
て
由
緒
書
を
読
み
な
お
し
た
訳
だ
が
、
代
々
の
墓

は
京
都
浄
福
寺
で
い
い
の
だ
が
、
墓
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

三
代
目
が
駿
河
妙
禅
寺
、
五
代
目
信
成
が
瑞
光
寺
（
恵
光
寺
乃
至
専
光
寺

で
は
な
く
瑞
光
寺
で
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
観
世
』
昭
和
五
十
二
年

六
月
号
で
「
掃
墓
」
に
短
文
な
が
ら
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
）
で
あ
る
。

お
墓
の
問
題
だ
け
に
い
さ
さ
か
気
に
な
る
。

二
、
ｐ
“
「
御
抱
と
禁
裏
御
用
、
実
は
ス
パ
イ
？
」
の
見
出
し
で
「
あ
く

ま
で
私
の
個
人
的
な
推
察
で
す
が
、
重
信
は
一
種
の
ス
パ
イ
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
あ
る
の
は
、
い
か
が
な
も
の
か
。

和
泉
流
は
、
山
脇
家
を
含
め
「
御
所
御
用
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ

が
誇
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
拙
稿
を
読
ん
で
も
ら
え
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

胸
○
一
一

悩
だ
な
と
思
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
今
の
又
三
郎
氏
で
あ
っ
た
。
せ

っ
か
く
貴
重
な
史
料
を
拝
見
し
な
が
ら
、
そ
の
後
、
そ
れ
ら
を
活
か
す
こ

と
も
せ
ず
に
見
送
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
申
し
訳
な
い
こ
と
で
あ
る
。
私
自

身
が
ほ
か
の
テ
ー
マ
す
な
わ
ち
大
蔵
流
な
ど
に
心
移
り
し
た
こ
と
も
あ
る

が
、
林
和
利
氏
や
飯
塚
恵
理
人
氏
が
名
古
屋
に
住
ま
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
、

名
古
屋
の
こ
と
は
、
彼
ら
に
任
せ
て
、
も
う
手
出
し
す
ま
い
と
思
っ
た
こ

と
も
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

新
又
三
郎
氏
は
、
舞
台
の
蕊
の
方
は
評
判
も
よ
い
。
し
か
し
、
名
古
屋

で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
こ
の
本
が
ひ
と
り
歩
き
す
る
よ
う
に
な

る
と
困
る
。
時
々
卒
業
論
文
で
国
語
学
も
含
め
て
、
あ
る
役
者
の
本
が
通

説
だ
と
思
い
込
ん
で
い
る
学
生
が
増
え
て
き
て
、
現
場
で
は
困
っ
て
し
ま

う
例
も
見
受
け
ら
れ
る
現
状
な
の
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
垂
れ
流

し
情
報
の
時
代
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
本
を
出
す
こ
と
は
、
今
だ
に
そ
れ

だ
け
影
響
力
が
強
い
こ
と
を
認
識
し
て
も
ら
い
た
い
。
新
又
三
郎
氏
に
は

ブ
レ
ー
ン
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
。
野
村
寓
氏
に
田
口
和
夫
氏
、
狂
言
共

同
社
に
林
和
利
氏
、
山
口
鷺
流
狂
言
に
稲
田
秀
雄
氏
が
い
る
よ
う
な
研
究

者
と
の
関
係
を
望
む
次
第
で
あ
る
。
能
楽
学
会
は
、
研
究
者
・
演
者
・
観

客
の
三
位
一
体
を
目
指
し
て
発
足
し
た
。
手
を
携
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

益
々
古
典
芸
能
離
れ
は
進
ん
で
い
く
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
願
い
を
込
め

て
以
下
、
書
い
て
み
る
次
第
で
あ
る
。



ｐ
帥
「
四
百
年
続
く
本
流
」
で
「
よ
そ
の
家
と
違
っ
て
珍
し
い
の
は
、

本
流
し
か
表
に
出
て
い
な
い
こ
と
。
要
す
る
に
当
主
筋
の
伝
承
だ
け
が
残

っ
て
い
て
、
亜
流
が
見
当
た
り
ま
せ
ん
」
と
さ
れ
る
の
は
、
い
さ
さ
か
危

な
い
方
向
の
考
え
方
で
あ
る
。
そ
れ
が
寄
っ
て
立
つ
誇
り
で
あ
れ
ば
よ
い

が
、
古
典
芸
能
継
承
者
で
古
典
を
継
ぐ
と
い
う
だ
け
で
横
柄
に
構
え
る
姿

勢
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。
蕊
の
道
は
厳
し
い
。
実
る
ほ
ど
頭
を
垂
れ
て

も
ら
い
た
い
。
当
人
が
偉
い
の
で
は
な
い
。
能
楽
が
素
晴
ら
し
い
の
で
あ

っ
て
、
世
阿
弥
を
始
め
と
し
た
先
人
が
偉
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
能

楽
は
変
化
し
て
き
た
か
ら
こ
そ
現
代
に
残
っ
た
。

私
は
長
年
家
系
考
を
や
っ
て
い
る
の
だ
が
、
実
子
で
継
い
で
い
っ
た
場

合
は
、
ほ
と
ん
ど
な
い
。
野
村
又
三
郎
家
の
場
合
も
由
緒
書
で
見
る
よ
う

に
養
子
で
繋
い
で
い
る
。
古
典
芸
能
を
継
ぐ
家
の
方
で
、
何
百
年
も
命
脈

を
保
っ
て
い
る
者
は
少
な
い
。
せ
い
ぜ
い
爺
さ
ん
の
代
に
小
金
を
持
っ
て

い
た
者
が
趣
味
で
行
な
っ
て
い
た
能
楽
を
続
け
た
に
し
か
過
ぎ
な
い
場
合

が
多
い
。

あ
え
て
答
を
出
す
と
す
れ
ば
、
宗
家
意
識
は
日
本
人
の
好
む
と
こ
ろ
な

の
か
、
近
世
を
通
し
て
野
村
又
三
郎
家
は
和
泉
宗
家
の
弟
子
と
い
う
こ
と

か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
氏
は
茂
山
家
の
場

合
を
念
頭
に
入
れ
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
千
五
郎
家
八
世
久
蔵
英
政

が
な
く
な
っ
た
あ
と
、
高
弟
の
千
五
郎
・
忠
三
郎
の
両
家
が
独
立
し
た
。

ｐｌＪ

二？
▽－－●

又
三
郎
家
の
機
関
誌
「
や
る
ま
い
会
」
二
号
（
昭
和
五
十
七
年
五
月
）
に

も
先
代
又
三
郎
氏
に
依
頼
さ
れ
「
野
村
又
三
郎
家
に
つ
い
て
」
を
書
い
た

こ
と
だ
し
、
何
よ
り
「
京
都
新
聞
」
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
十
三
日
「
芸

能
史
研
究
事
始
・
和
泉
流
家
系
考
」
を
書
い
た
時
、
副
題
と
し
て
「
誇
り

を
支
え
た
御
所
勤
め
」
を
、
こ
れ
は
記
者
の
方
で
考
え
て
く
だ
さ
っ
た
も

の
だ
が
、
本
質
を
突
い
て
い
て
、
私
も
好
ん
で
使
っ
て
い
る
。
ま
さ
に
和

泉
流
は
「
御
所
御
用
が
誇
り
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ひ
ら
た
く
い
え
ば

天
皇
や
公
家
が
役
者
に
給
料
な
ど
支
払
え
る
は
ず
が
な
い
。
与
え
た
の
は

名
誉
Ⅱ
官
位
で
山
脇
五
郎
左
術
門
も
鎧
初
は
名
前
だ
け
で
し
か
呼
ば
れ
ず
、

そ
の
う
ち
、
近
術
家
に
入
り
、
石
見
守
と
付
け
て
も
ら
っ
て
い
た
の
が
、

の
ち
に
和
泉
守
に
な
っ
た
。
実
際
は
、
養
っ
た
の
は
有
力
大
名
な
の
で
あ

る
。
加
賀
藩
し
か
り
、
尾
張
藩
し
か
り
。
初
代
重
信
な
ど
は
、
む
し
ろ
当

初
、
尾
張
家
召
し
抱
え
を
断
っ
て
、
近
衛
家
に
最
期
ま
で
純
情
な
ま
で
に

尽
く
し
て
い
る
。
徳
川
幕
府
が
狂
言
師
に
ス
パ
イ
を
期
待
す
る
ほ
ど
の
こ

と
は
な
い
。
既
に
「
禁
中
並
公
家
諸
法
度
」
の
威
力
は
至
る
と
こ
ろ
に
巣

食
っ
て
い
る
。
観
阿
弥
の
系
譜
が
南
朝
方
の
ス
パ
イ
だ
っ
た
と
い
う
偽
文

書
に
踊
ら
さ
れ
た
梅
原
猛
節
を
表
章
氏
が
徹
底
的
に
否
定
し
て
い
る
こ
と

も
思
い
併
せ
ら
れ
る
。
そ
の
二
の
舞
を
新
又
三
郎
氏
に
は
、
し
て
も
ら
い

た
く
な
い
。
御
所
人
形
の
写
真
を
初
め
て
拝
見
し
た
が
「
御
所
御
用
の
誇

り
」
を
忘
れ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。



家
、
家
に
あ
侯

を
以
て
人
と
す
。

な
ぜ
、
家
を
守
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
家
が
守
れ
る
の
か
。
本
当
の
人

た
る
と
は
何
か
。
世
阿
弥
も
言
っ
て
い
る
で
は
な
い
か
。

家
、
家
に
あ
ら
ず
、
継
ぐ
を
以
て
家
と
す
。
人
、
人
に
あ
ら
ず
、
知
る

こ
ろ
を
取
っ
て
欲
し
い
。

（
せ
き
や
と
し
ひ
こ
／
本
学
教
授
）

（
「
花
伝
」
別
紙
口
伝
）

四
○
四

和
泉
流
に
は
同
姓
の
野
村
万
蔵
家
が
あ
る
の
も
勿
論
家
系
は
繋
が
っ
て
い

な
い
の
だ
が
、
今
後
、
考
え
て
み
る
余
地
は
あ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

大
蔵
家
も
伝
承
で
は
大
久
保
家
が
そ
の
影
家
紋
の
家
柄
で
あ
っ
た
と
す
る
。

狂
言
は
能
と
共
に
あ
り
、
散
楽
Ⅱ
雑
芸
が
式
楽
化
さ
れ
、
様
式
美
を
完

成
さ
せ
た
。
能
と
異
な
る
点
は
「
笑
い
」
が
根
幹
に
あ
り
、
そ
れ
も
多
く

は
庶
民
の
生
活
を
反
映
し
て
い
る
。
そ
の
人
間
的
な
庶
民
の
立
場
を
忘
れ

て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
関
西
で
の
一
部
の
能
役
者
は
客
を
と
ら
ん
が
た
め

に
ド
タ
バ
タ
喜
劇
の
方
向
に
走
ろ
う
と
し
て
い
る
。
大
蔵
虎
明
が
「
わ
ら

ん
べ
草
」
で
い
う
よ
う
、
殿
近
の
能
の
方
が
狂
言
に
近
く
な
っ
て
い
る
。

庶
民
性
と
い
っ
て
も
品
位
が
大
事
で
あ
る
。
東
京
と
大
阪
は
よ
く
両
端
だ

と
比
較
き
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
中
間
に
あ
る
名
古
屋
は
両
方
の
よ
い
と


